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1. はじめに
本報告書は愛媛県西条市の大保木地区で行われた実習の結果をまとめたものである。本実習は9月2日から9月9日にかけて行われ、地元の方々とお話をさせていただき、生活や地区の歴史の変化をお聞きする形をとった。
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調査地概要
本実習は愛媛県西条市の大保木地区で行った。西条市は愛媛県の東部に位置し、東は新居浜市、西は東予市、周桑郡小松町、南西は上浮穴郡面河村に接している。市の面積は230.5km2で、愛媛県の面積の約4％である。（Fig.1）
大保木地区は西条市の山間部に位置し、黒瀬、大保木、中奥、西之川の各地区に分けることができる。地形の特徴として，平坦地が乏しく、集落は川沿いの氾濫原や山腹の傾斜面に存在するものが多い。
3. 目的
　本実習では，初日に行った大保木地区の散策を元に2，3人のグループに分かれ，グループごとに主題を決めて，5日間地区の方にお話を伺い，その内容を整理していく形をとった。本グループでは，特定の方の所に何度も足を運んで（計4回）その方の生活史をお聞きすると共に，地区に住む他の方々の生活の変遷を伺うことを通して，地区の産業の変遷に伴う地区の方々が歩んできた生活史を浮かび上がらせることを目的とした。
4. 聞き取り調査の結果
　聞き取り調査においては計15人の地元住民の方からお話を伺った。その中から、大保木地区での生活や歴史に関する主な内容を、以下に記す。
4.1　山の上（下土居）に住み農業を営んでいる男性（69歳）のお話（9月3、5、7日）
	・現在は自給用のトマト、ナス、大根などの栽培をしている。
・近くに車が通れる農道があり、米など必要な物資はゆうパックで送ってもらっている。
・弟さんが街に住んでおり、たまに訪ねてくる。
・東之川から44，5年前に移住してきた。
・街の方へ移住したくても資金不足のためこちらに移ってきた。
・以前は林業をしていたが、食料不足のため、移住して農業を始めた。おもな作物は麦、サツマイモ、トウキビ、こんにゃくいも、ニンジン、ジャガイモなどであった。
・東之川では林業が主であって、気温が低いため農業にはあまり適していなかった。
・林業は44，5年前くらいから衰退（ガス導入による価格下落）。
・昔、養蚕をやっていた（20年ほど前まで）。
・平成16年の台風まではこの辺りには10人ほどが住んでいたが、台風を契機にみな街に引っ越してしまい、今では2人しか住んでいない。
・かつては小豆を作っており、小豆と米を交換していた
・今Bさんは69歳であり、4歳くらいのころから林業が盛んになった
・鉱山はかつては盛んだったが、流通コストがあがってしまい衰退した
・時代の流れが昔とは違う


4.2　千野々地区に住む男性（77歳）のお話（9月4日）
	・この地区には5，6世帯、10人ほどが残っているのみ、かつては30戸ほどであった。
・カラオケ大会を主催しており、6人ほどが参加している。
・かつては散髪屋３軒、ほかにも衣料店や魚屋があったが平成16年の台風を契機に街に出て行ってしまった。
・この地区ではあまり農業はしていない、していたのははるか古のこと。
・この辺りは老人会などの集まりも多く、距離が多少離れていても交流はあり、あまり遠いとは感じない。
・みな高齢者ばかりで、あと十年でこの地区は「無いようになってしまう」だろう。


4.3　街に住み東浦の山上で農業をしておられる男性のお話（9月4日）
	・体に良いクエン酸飲料を作るために、梅の栽培をしている。
・コブシと紅葉の木を植えており、ゆくゆくはこの辺りの象徴としたい。
・昔はこの山も杉は生えておらず、一面畑であった。
・杉が高く売れるようになったので植えたが、価格が下落してしまった。
・この辺りは養蚕のモデル地区になったため、国から予算がおりて農道が整備された。
・昔から農業を営んでおり、おもに麦やサツマイモ、トウキビを作っていた。
・山あいの方に住んでいる者はおもに百姓をしており生活は大変であった。
・逆に川の周辺に住んでいる者は比較的、裕福である。


4.4　治兵衛堂の近くに住む女性（60歳前後）のお話（9月4日）
	・昔は農業を営んでいたが、今では人出が足りないため人に貸している。
・週に1回行商がやってくるので、食料品などはそれで手に入れる。
・静かで水もおいしいし、電話があるから不便もないので街に出たいとは思わない。


4.5　ふれあいの里の従業員さん（男性）のお話（9月5日）
	・400年ほど前からひとが住み始めた。
・米があまりとれないため、畑作物を売却した現金で米を購入し、年貢として上納していた。そのため生活が困窮。
・昭和30年の時点で、人口は約3000人、鉱山と材木で栄えた。
・林道の閉鎖，鉱業の衰退による地区で行われていた工事の終了，そして黒瀬ダム建設にともなう地区住民の撤退を受けて，人口が激減した。
・ダムから下にはまだ多くの子供がいるが，ダムから上の集落の平均年齢は70歳程度である。
・現在産業と呼べるものがなく，細々と残っているのはお寺に来る人などを対象とした観光や宗教ぐらいである。
・小学校が多くあったが今では一校のみ。


4.6　川沿い（極楽寺付近）に住む男性のお話（9月5日）
	・サラリーマンとして街で働いていたが、定年退職後に、故郷である大保木に帰ってきた。
・当時の大保木地区の人口は3800人ほどであった。
・当時は住友や、水力発電所など、働き口は多かった。
・鉱山は西之川に多かった。
・終戦後の需要増加と価格上昇に伴い林業が始まった。
・杉は一本数千円で売れていたが、海外からの輸入と流通のための費用高騰により衰退。
・索道に乗せて、木材を小松に売りに行っていた。昔は県道の整備がされていなかったので、小松と交流があったが、県道が開通したため西条市の方へ市場が移って行った。
・かつては、街で飼っている牛を夏場に避暑のために預かって、冬に返すことで米を貰っていたが、農業の機械化のためになくなってしまった。
・主な農業作物は、麦やこんにゃくいも、サツマイモ、トウキビ、お茶の栽培もおこなっていた。
・米も山の上の一部では栽培していた。
・米は貴重なので、麦7、米3の麦ごはんを食べていた。
・鉱山は昭和26年まで続いていた。
・タバコを作っていたが、輸入物に負けるのと設備投資がかさむため衰退。
・養蚕は45年ほど前に始まった。当時の村長さんの奨励で30世帯ほどが一斉に始めた。
・集落が変わると情報伝達はあまりない「山一個こえるとわからん」。
・大保木地区は東之川，西之川の中継点だったが，黒瀬ダムができて下の集落の100世帯ほどが沈み，西条への中継点に穴が開き，ここの大保木集落も衰退していった。
・黒瀬ダムができたことで集落ごとのつながりがなくなった「ぽっかりと穴があいた」。
・山の中で情報が入手しづらいため、常に時代の流れから遅れてしまう。新しいことを始めるために機械等の準備をしてもその段階で終わってしまう。


5. まとめ
大保木地区は急峻な地形のため、米の栽培には適しておらず、主に麦やこんにゃくいも、サツマイモ、トウキビなどが栽培されていた。現在、山間部に住む人々は自給的な農業を営んでおり、産業としての農業はほとんど行われていない。周辺に商店などは無く、必要な物資は週一回の行商や、ゆうパック、車による買い出しなどで手に入れている。
聞き取りによって得られた、大保木地区の産業の移り変わりをFig.2に示す。この地区はかつて鉱業が栄え、その衰退とともに林業へと移行、さらに養蚕業へと移行していった。しかし，これらの産業も「時代の流れ」によって衰退し、今では産業と言えるものは無いことが，聞き取りによって分かった。
以上が、今回の実習で得られた地区の産業の変遷に関する情報である。これらの情報が来年以降の実習の一助になれば幸いである。


6. 実習を通しての所感
我々が大保木という場所で強く感じたことは，本地区が初めの予想以上に過疎と高齢化が進んだ地区であるということである。出会ってお話をさせてもらった方は、全員70歳前後であり、90歳を超える方も珍しくなかった。
　しかし，皆さんは現在の生活に多少の不便を感じても，この場所から離れたくないとおっしゃり，大保木という場所をほかの誰でもないご自身が愛しておられた。
昨今、世間では田舎における過疎化が問題となっており、何とか若者を呼ぼうとする動きや地域を活性化しようという動きもあるが、今回大保木で生活をする人々の姿を見ると，千野々に住んでおられる方がおっしゃるような「無いようになる」将来の姿を，私たちは何ら暴力的に否定することはできないように感じられた。今回の実習で深く印象に残っている「時代の流れが違う」という言葉をどこか淋しげに口にする方々を振り返ると，時代の流れに合わせるという現実の中にある空虚感を感じた。
今回過ごした実習では，自分にとっての当たり前の場所や当たり前のものに囲まれて生活する方々を見てきた。このようなあたり前のことも，個人が場所や場所にあるひと・ものから切り離される傾向がみられる今の世の中では，もう一度見直してもいい側面であるように感じた。山間部では過疎化が進み，さみしい，悪い，という世間一般の意見は，あくまでもその地域に残存する何か大切なものを忘れた人たちの一方的な視点なのかもしれない。
今回は1週間にも満たない期間であったけれど，素晴らしい仲間，先生，そして西条で「生きて」おられる人々，本当にかけがえのない出会いに巡り会うことができました。実習でお世話になったすべての方々に，心から感謝いたします。本当にどうもありがとうございました。
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Fig.2大保木地区の産業の変遷








